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La Villa Médicis de Poggio a Caiano, située à circa 17km de Florence sur la route 
Pistoiese, était sous Laurent le Magnifique la base d’une grande exploitation 
agriculturelle ainsi qu’un agréable lieu de villégiature. Le terrain était acquis dans la 
seconde moitié du Quattrocento, mais les travaux de construction ont continué après la 
mort de Laurent jusque dans le milieu du XVIe siècle.  
La superbe villa avec son façade d’inspiration classique est l’œuvre de Giuliano da 
Sangallo, tandis que le jardin originel, don’t il ne reste aujourd’hui que très peu de 
traces, dû à la transformation en jardin à l’anglaise au XIXe siècle, fut réalisé d’après 
un projet de Niccolò Tribolo. 
Dans cet article, nous allons réexaminer le jardin du XVIe siècle sous les points de 
vue suivants : la configuration du terrain ; les éléments constituents et le tracé du 
jardin ; récréation et divertissement dans la vie champêtre. Nous voudrions donc 
reconsidérer le jardin de la villa Laurentienne non seulement sous l’aspect 
architectural mais aussi dans le contexte cultural, en tenant compte du mouvement 
humaniste de l’époque et de l’aspiration à l’antiquité et au style de vie de la villa chez 
les Romains. 
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I 
 
ポッジオ＝ア＝カイアノのメディチ家のヴィラは、フィレンツェから国道 66号線をピス
トイア方面に 17 キロあまり行った、同じくポッジオ＝ア＝カイアノという名の町にある。
このヴィラは現在国有で一般公開されており、館と庭園を見学することができる。入口は
ピストイアへ向かう街道沿いにある。 
現在見ることができる館は、1485年にロレンツォ・デ・メディチがジュリアーノ・ダ・
サンガッロに建築・設計を依頼したものである。（図 1）瀟洒なファサードは、ギリシア
風のポーティコが目を引く。破風にはメディチ家の紋章がほどこされ、その下には美しい
水色のテラコッタのフリーズがある。これはアンドレア・サンソヴィーノの作とされてお
り、テラコッタにエナメルを塗った浅浮彫りで、時、永遠、魂の主題を、神話のモチーフ
を用いて表現したものである1。基礎部分をなす一階のアーケードは、煉瓦造りのアーチが
リズム感を与える。曲線を描く左右対称につくられた二つの階段は、1802-1807 年に建築
家Pasquale Pocciantiの設計でつくられたもので、新築当時は二つのまっすぐな階段がつ
けられていた。屋根の正面中央の時計は、18世紀に加えられたものである。館の向かって
右側には、庭園があり、花やレモンの木の鉢植えに縁取られた芝生があり、糸杉が随所に
植えられている。（図 2・3） 
図 1 ポッジオ＝ア＝カイアノ：正面 
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図 2 ポッジオ＝ア＝カイアノ：庭とオレンジ園 
図 3 ポッジオ＝ア＝カイアノ：庭と東側への眺望 
15世紀の前半、ロレンツォの祖父にあたるコジモ・デ・メディチは、フィレンツェ近郊
に次々に地所を購入している2。1469年にコジモが死んだとき、20歳のロレンツォはイル・
トレッビオ、カファッジオーロ、カレッジの地所を相続する。だが自身も 1474年から 1479
年にかけて、ポッジオ＝ア＝カイアノとその周辺に細切れの土地を相次いで購入し、オン
ブローネ川（アルノ川の支流）をはさんで南側の起伏に富んだ土地と、北側のやせた沼沢
地をあわせて、一つの大きな地所を作り上げた3。この所有地にはもとからあった館や農場
家屋、宿屋の建物等が含まれていた。そしてロレンツォは、もとからあった中世の城砦風
の館を拠点にして、さっそくこの地所での大規模な農場経営に乗り出した。土地購入の動
機はここで農場経営による利益をあげようというもっぱら経済的なもので、ポッジオ＝ア
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＝カイアノの土地を選んだのも、現状のままでは耕作には不都合な沼沢地が多かったため、
安く買うことができるからだったといわれる4。 
ロレンツォは 1477年にここに酪農場をつくり、チーズとバターの生産をはじめた。1478
年には地所に本格的な灌漑システムを整備し、水路に沿って木を植えた。また絹の生産の
ためにクワの木を植えた。こうした農場経営事業に専心する一方、ロレンツォはここに家
族や友人と滞在して鷹狩、鳥撃ち、魚釣りなどをして田園生活を楽しもうと考えていた5。 
ヴィラの館は、1485 年に基礎工事がはじめられた。1487 年頃には基礎が出来上がり、
つづいて建物の建設がすすめられた。だが 1492 年のロレンツォの死の年には、ヴィラは
まだ完成していなかった。その後ひきつづき息子ピエロの下で工事がすすめられ、1495年
には建物の三分の一ができあがった。だが、1495年から 1513年にかけてメディチ家がフ
ィレンツェから追放され、その間工事が中断された。メディチ家のフィレンツェへの帰還
後 1515年に工事が再開され、1520年にようやく館全体が完成した6。ヴィラの外構はさら
に年代が下って、1542年からコジモⅠ世の依頼を受けたNiccolò Triboloの設計で工事がす
すめられた。そしてTriboloの死後は娘婿のDavide Fortiniがひきついだ7。庭園の方は 1556
年頃に造られたとされている8。 
庭園というのは植物や水といった、歳月や気候の変化を特に被りやすい構成要素で成り
立っており、加えて時代によって所有主の趣味や嗜好も変化するため、現在まで造られた
当時の姿で保存されている庭園はむしろ少ない。イタリアのルネサンス期の庭園には、18
世紀にヨーロッパ全体で大流行を見たイギリス式庭園のデザインに造りかえられたものが
実に多い。そのような庭園は 20世紀になってルネサンス式庭園として復興されないかぎり、
現在もイギリス式庭園のままで残っている。プラトリーノのメディチ家のヴィラがその好
例である。ポッジオ＝ア＝カイアノでも、庭は 1819 年から 1830 年にかけて、Pasquale 
Pocciantiにより、イギリス式庭園に造りかえられ、現在見られる、曲線で囲まれた芝生や
植え込み、そしてオレンジ園がつくられた。16世紀の庭のうち現在残っているものは、庭
を取り囲んでいた壁のみである。 
そこでわれわれはまず 16世紀の庭園に戻って、それがいったいどんなものであったのか
をもう一度考えてみたい。ヴィラと庭園の立地はどうだったのか。庭園はどのような構成
要素により、どのように設計されていたのか。そしてヴィラの所有主はどのように田園生
活を愉しんだのか。本稿では上記のような観点から、ポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラの
16世紀の庭園をとりあげ、庭園デザインにとどまらず、生活スタイルという文化的コンテ
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キストも視野に入れて、考察を試みることにしたい。 
 
 
II 
 
まず、ヴィラと庭園はどのような地形のところにつくられたのか、ということから考察
をはじめることにする。 
すでに述べたように、ロレンツォ・デ・メディチは、1476年以来、ポッジオ＝ア＝カイ
アノのもとからあった古い館を居住用に使っていたが、1485年にジュリアーノ・ダ・サン
ガッロに新しいヴィラの建物の設計を依頼した。この新しい館の建築場所として、古い館
からそれほど離れていない低い丘の頂上が選ばれた。およその海抜は 45 メートルである。
この丘の上から、土地はオンブローネ川に向かって傾斜し、さらに川の向こう側のプラー
トの平野と、かなたのアペニン山脈へとつながっていく。 
レオン・バティスタ・アルベルティは、ヴィラののぞましい立地について次のように述
べている。「貴族の住居は、地所の中でも、特に肥沃でなくてもよいが、他の点で傑出し
ている場所にたてるとよい。すなわち風通し、日当たり、眺望がよく、快適なところ。持
ち主の農園とをつなぐ平坦な道、それからお客を迎えるのにふさわしい並木道があること、
よく見える場所にあり、都市、城砦、海または広い平野を見渡せる場所にあること、また
名だたる丘や山の頂、美しい庭園にも視線を馳せることができること、さらに釣りや狩り
の豊富な機会を与えてくれること9。」 
ポッジオ＝ア＝カイアノよりも、急斜面にたてられたフィエーゾレのヴィラの方が、眺
望がドラマティックかつダイナミックであるといえるかもしれない。だがポッジオ＝ア＝
カイアノも、傾斜は緩やかであるが、小高い丘の上にあり、四方への見晴らしのよさの点
では勝るとも劣らない。北には、オンブローネ川をこえてプラートの町とその近郊の平野、
さらにかなたのサン・ベネデット・アルプスを望み、南にはアルバノ山地、東にはフィレ
ンツェの市街、西にはピストイアの町へと視線を馳せることができる。ヴィラそのものも
また、周囲からよく見える。Ackermanは、14 キロほど南東に位置するアルティミーノの
メディチ家のヴィラからも、ポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラがよく見えることにわれわ
れの注意を喚起している10。 
また、ポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラは、丘の上にたてられているため、オンブロー
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ネ川の洪水からも守られている。そして夏は風通しがよくて涼しく、冬は南側のアルバノ
山地によって、強い風が直接あたらないようになっている。建物は南側を正面にして造ら
れており、冬には南側の部屋が暖かく、夏には北側の部屋が涼しい11。こうしたヴィラの部
屋の向きについては、小プリニウスをはじめとする古代ローマの文人がすでに記している
とおりである12。 
さらに、オンブローネ川の向こう側には、農園があり、地所の中で狩りや釣りを楽しむ
ことができる。 
このように見てくると、AckermanやFosterも指摘する通り13、ポッジオ＝ア＝カイアノ
の立地は、レオン・バティスタ・アルベルティ、ひいては古代ローマのヴィラ文学の中で
推奨されている、のぞましいヴィラの立地によく合致している、といえるだろう。 
 
 
III 
 
次に、ポッジオ＝ア＝カイアノの 16世紀の庭園が、どのような構成要素によりどのよう
なデザインに造られていたか、ということを見てみたい。そのためには、ヴィラを描いて
いる絵画、版画、壁画といった図像的資料を参考にしなければならない。 
ポッジオ＝ア＝カイアノの図像的資料は、16 世紀から 19 世紀までのものが少なくとも
図 4 ポッジオ＝ア＝カイアノの地所：Giuseppe Zocchiの版画 
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十数点知られている14。その大部分はヴィラの館、特にその特徴的なファサードを描いてい
るが、館の周辺の風景まで含めて描いているものもわずかながらある。17世紀の作者不詳
の絵では、館とその周辺を南西から見たときの風景が描かれている。またGiuseppe Zocchi
（1711-67）のフィレンツェと近郊の風景シリーズの一枚『ポッジオ＝ア＝カイアノの地所』
（1754）では、オンブローネ川の北側からヴィラを眺めたときの風景が描かれている。（図
4）だが本稿で扱おうとしている 16世紀の庭園の様子をうかがい知るのに最も役立つ図像
は、Giusto Utensの半円壁画である。（図 5）フランドル出身のこの画家についてはあま
りよく知られていないが、1598/99年にメディチ家のフェルディナンドⅠ世の注文により、
メディチ家所有のヴィラの各々を表した半円壁画のシリーズを描いている15。この絵は、半
円形の中に地所の主要部分をできるだけ多く描こうとしているため、距離感や方角が多少
変えられているとはいえ、ポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラの館と周辺の様子を細部にい
たるまで綿密に描いている唯一の図像である。 
図 5 ポッジオ＝ア＝カイアノ：Giusto Utensの半円壁画 
この半円壁画ではヴィラを南側から見た風景が描かれており、画面のほぼ中央に館が南
側ファサードを正面にして据えられている。館のたてられているテラス状の地面には、館
の両側と後方に格子状に区切られた芝生があり、丈の高くない果樹が植えられている。こ
の小さな果樹園に囲まれた館とそれよりも低い前庭は、四方を壁に囲まれており、四隅に
は土塁があり、入口は南側正面にだけ設けられている。館のスペースの左側、および後方
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右側には、直線の道で区切られ、柵をした四角い区切りの中にそれぞれ同じ種類の木が規
則的に植えられている。また後方左側のスペースは、低い垣根で囲まれ、針葉樹が植えら
れている。ここは野鳥捕獲のための鳥を放っておくためのスペースのようである16。画面上
部には、ちょうどこの地点で湾曲して流れているオンブローネ川が、水量豊かに美しく描
かれ、川に沿って木が植えられているのが見える。画面右手には家畜小屋と見られる建物
がある。植えられている樹木は果樹または養蚕のためのクワの木であろう。純粋に観賞用
の庭園スペースといえるのは画面右下に描かれている塀をめぐらした部分である。左下の
角に小屋があり、庭への入口はそこだけになっている。四方の壁に沿って庭を一周できる
園路が走り、四隅と長辺の中央の計六箇所に、複数本の樹木をアーケード状に刈り込んだ
ものが設けられている。庭は直線の園路で十字形に区切られ、中央に八角形の植え込みが
ある。各々の区切りには芝生と規則的な配置で木が植えられ、低い垣根で囲まれている部
分もある。庭園の内部では、地面の高低はなく、また泉や噴水といった水の装飾もない。 
塀に囲まれた、閉ざされた空間と、幾何学的に区切られた芝生や直線の園路、緑のアー
ケードで構成される左右対称のデザインは、むしろイル・トレッビオやカファッジオーロ
の庭園を彷彿とさせる。だが中央の八角形の植え込みや園路に設けられた緑のアーケード
によって、デザインに洗練と優雅がつけ加っている。ここにはフィエーゾレのテラス式庭
園のドラマティックな眺望はない。だが壁に閉ざされたつつましやかな庭園スペースは、
静かな散策や知的な思索や会話にふさわしい空間を構成しているといえる。 
 
 
IV 
 
それでは、16世紀のこの時代における、庭も含めた田園生活の愉しみ方について、簡単
に見てみたいと思う。 
時代が少しさかのぼるが、文献におけるフィレンツェ近郊の田園生活の描写としてよく
あげられるのは、ボッカッチョ（1313-1375）の『デカメロン』（1348-1353）である17。
この作品はフィレンツェの若い紳士三人と淑女七人が、1348年の疫病を逃れて郊外のヴィ
ラに出かけるという設定になっている。ヴィラは町から 3 キロあまりの丘の上にあり、道
から離れていて、まわりには木や植物が茂っている。館は、中央に大きな中庭があり、そ
れに面して美しい柱廊や大広間や部屋がある。館のまわりには草原や庭園があり、清らか
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な水にあふれる井戸がある。十人の紳士・淑女は庭園を散歩し、館の中では音楽をきき、
踊ったり歌ったりし、食事をし、休んで、人に物語をしてきかせる。このように田園はま
ず、軽妙な会話、散歩、音楽を愉しむことのできる、快適なレクリエーションの場である。 
またFilareteの通称で知られるAntonio Averlino（1400-c.1469）が著した、理想の都市
について論じた『建築論』には、Francesco SforzaがCarindoという人物のヴィラを訪れる
という架空の物語が出てくる18。このヴィラは山岳地帯にあり、美しい自然に恵まれ、狩り、
野鳥捕獲、魚釣りが存分にできる環境にある。少し狩をして楽しみたいというFrancesco
に対し、著者Filareteは、以前に立ち寄ったことのあるCarindoのヴィラの周辺の山や森に
は、イノシシ、ノロジカ、ウサギ、シカ、ダマシカといった狩猟動物が豊富で、またCarindo
は人に対する尊敬の念にみちた立派な人物であるため、そのヴィラに行くことをすすめる。
そうして一行はそこへ赴き、Carindoの歓待を受ける。 
館には美しいポーティコがあり、柱廊から中庭に出られるようになっている。中庭には
ツタ、バラ、ジャスミンのからまるパーゴラがあり、多彩な薬草が植えられている。中央
にはオレンジの木と噴水があり、カシの木が心地よい木陰をつくっている。柱廊とパーゴ
ラにはテーブルが置かれている。ここで一行は食事をし、Carindo の礼儀正しく美しい子
供たちがお客をもてなす。食事のあとで、しばらく話をしてから、一行は館の後ろの庭に
出る。そこには糸杉、月桂樹、オレンジ、レモン、ブドウといった果樹が植えられ、養魚
池の上にかげを落している。池の先には松の木が植えられ、たいそうやわらかな草が生え
ていて、ノロジカや他の小さな動物が草を食んでいる。また何階建てかになっている鳩小
屋があった。その後一行は館に戻り、Francesco と連れの者は立派な部屋に案内され、そ
こで休憩した。 
一時間半ほどたってから、一行は軽食をとってから、館から 2 キロ半あまりのところに
狩りに出かける。馬をつれて、ニレの木の植えられた川岸を歩いて行き、草原に入って、
網が仕掛けられているところに近づいて行く。ノロジカが一頭猟犬によって捕らえられ、
もう一頭網によって捕らえられた。次に一行は草の生えた湿地となっている谷に行き、そ
こでイノシシを一頭捕らえた。 
こうした記述からもわかるように、食事、会話、散歩のほかに、狩り、鳥撃ち、魚釣り
も田園の娯楽としてよく行われていた。 
さらにもう一つ田園生活を描写した文献としてあげられるのは、ペトラルカ
（1304-1374）の『書簡』である19。そこではAvignonから二十数キロのVaucluseでの隠遁
－185－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 15号 2004.03 
生活が描かれている。住居は小さな庭がついた質素な家で、ペトラルカはそれを古代ロー
マの文人のすまいになぞらえ、そこで古代作家の書物を読み、思考をめぐらし、書き物を
して、静かに学問に没頭していた。 
ペトラルカの場合によって示されるように、田園は人文主義的研究や著作活動といった
知的活動の場でもあった。 
このように 15世紀のフィレンツェにおいて田園は、本来農業的活動の場であるとともに、
現実生活をしばし離れて、会話、散歩、音楽を愉しんだり、狩りや釣りをしたり、学問や
創作に専念できる、レクリエーションと休養の場でもあったことが理解される。ここに見
られる余暇とスポーツや学問による肉体的および精神的な鍛錬の場としての田園観は、古
代ローマの文人の思想を受け継いだものであろう20。 
こうした田園生活の描写は、そのままポッジオ＝ア＝カイアノにもあてはまるものと思
われる。だがここではさらに同時代のトスカーナ地方のヴィラには見られない、ポッジオ
＝ア＝カイアノの斬新な面も見てみたい。 
すでに述べたように、ポッジオ＝ア＝カイアノでは土地の購入後まもなく川の護岸・堤
防構築と地所内に水路を整備するための本格的な工事が行われている。1477年には川の北
側のTavolaという地名のところに新たに酪農場がつくられた。そこでは牛の飼育と乳製品
の製造が大規模に行われ、チーズ製造のためにロンバルディア地方から乳牛を 100頭購入
したという記録がある21。その他養蜂、米や果物やクワの木の栽培も大規模に行われ、魚や
ザリガニの生簀が設けられた22。こうした農場経営の形態はロンバルディア平野の農業にヒ
ントを得たもので、当時のトスカーナ地方では珍しいものだったという。酪農場の新しい
建物は、周囲に堀をめぐらし、中庭を取り囲む構造につくられた四角い建物で、中庭中央
に池があり、四隅には小塔がそなわっていた。この建物は、家畜小屋、鶏小屋、圧搾場と
して使われ、四隅の小塔は鳩小屋として用いられた23。 
だがTavolaで飼われていたのはこうした実用的な利益を生み出す動物だけではなかった。
娯楽や観賞のための動物もたくさん飼われていたようだ。ロレンツォは、農場経営のかた
わら鷹狩りを楽しんでいたようで24、鳥撃ちの鳥を放っておく、網で覆われた大きなスペー
スも設けられていた25。 
またスペインから輸入したウサギが飼われており、キジ飼育場、エキゾティックな鳥や
家禽のための飼育場があった26。さらにロレンツォは、ライオンの雄と雌、ヒトコブラクダ、
チータ、競馬用のアラビア馬、それからキリンを飼っていたといわれている。キリンは 1487
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年にエジプトのサルタンから贈られたものだという。またクジャクや黒いダマシカを飼っ
ていたという報告もある27。このようにポッジオ＝ア＝カイアノの地所では、実用的な動物
の他に観賞用の動物が飼われていた。フィエーゾレのヴィラで、ジョヴァンニ・デ・メデ
ィチはバラの栽培をしたり、ザクロ、オレンジ、レモンの木をナポリから取り寄せて観賞
用の庭に植えたりしていたが28、ロレンツォはポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラで、ライオ
ン、ラクダ、キリン、チータ、クジャクといった、今日では動物園で飼育されているよう
な動物を個人として所有していた。そしてこれは年代的にもロレンツォの存命中の、ヴィ
ラの新しい館が完成し、造園が行われる半世紀も前のことになる。 
またTavolaの農場経営は、ロンバルディア平野の農業を参考にしたものであり、ロレン
ツォのクジャクやダマシカの飼育園はGaleazzo II Viscontiがパヴィアの城につくった、シ
カ、ダマシカ、イノシシ、フラミンゴなどの飼育園に着想を得たものだった29。そしてまた
Tavolaの農場が逆にスフォルツァ家のVigevanoのヴィラに影響を与えている30。このよう
にトスカーナ地方とロンバルディア地方との間に文化的な交流が見られることは、大変興
味深い現象であるといえる。 
 
 
V 
 
以上のように、ポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラについて、立地、庭園デザイン、田園
のヴィラにおけるレクリエーションの三点から見てきた。考察の結果をまとめると、次の
ようになる。 
 
1. ヴィラと庭園は小高い丘の上につくられている。庭からの眺望はないが、館は大変見晴
らしがよく、また周囲からもよく見える。アルベルティや古代ローマの文人の推奨する
のぞましいヴィラの立地に合致している。 
2. 庭園は純粋に観賞用で、塀をめぐらした閉ざされた空間に、幾何学的な左右対称のレイ
アウトになっている。水の装飾や眺望に欠けるが、園路に設けられた緑のアーケードや
中央の八角形の植え込みは、デザインに洗練と優雅を加味している。 
3. ロレンツォは、土地購入と農場経営を熱心に推進するかたわら、狩り、鳥撃ち、釣りな
どをして田園のヴィラの生活を愉しんだ。当初からこのヴィラを実用と娯楽を兼ね備え
－187－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 15号 2004.03 
たものとして構想していたが、農場の実用的な動物の他に珍しい観賞用の動物も飼って
いた。 
 
このようにポッジオ＝ア＝カイアノのヴィラでは、農場経営による物質的な利益ととも
に、風景や庭の観賞、狩りや釣りなどのスポーツによる田園生活の快適さ、およびリラク
セーション効果が追求されていた。実用と観賞、物質と現実生活からの解放や気晴らし、
この対立する二つの要因は、その割合はともかく、イル・トレッビオやカファッジオーロ
のような農園的性格の強いヴィラ、そしてカレッジやフィエーゾレのような人文主義的雰
囲気の色濃い、休養のためのヴィラのいずれにも見られるものだった。ポッジオ＝ア＝カ
イアノはこの二つをバランスよく組み合わせたものだといえる31。だが初期のミケロッツォ
設計のヴィラには見られなかった要因としては、Ackermanも指摘している通り、ポッジ
オ＝ア＝カイアノは人に見られ、賞賛されることを意識してつくられているということで
あろう32。ヴィラの館は周囲からよく見える場所につくられ、正面ファサードも壮麗さを演
出する入念なデザインになっている。これは依頼主の個人的な趣味を表すとともに、社会
的地位の誇示の表現にもなっているといえるだろう。所有主は、ヴィラの建築を通して、
自身が多くの人により賞賛されることを意識している。だがポッジオ＝ア＝カイアノにお
いては、館はともかく庭園は未だ個人的なリラクセーションのためのスペースで、それ以
上の意味はないと思われる。この自らのステータスの誇示という要因が庭園デザインに影
響を及ぼしはじめるのは、年代的にポッジオ＝ア＝カイアノの後に位置付けられるカステ
ッロのヴィラにおいてである。カステッロのヴィラでは、メディチ家の賞揚を主題とする
象徴的なデザインの庭園設計がなされることになるが、これについては別の機会に考察す
ることにしたい。 
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